
(57)【要約】

　【課題】シリンダの作動力を一時的にパワーアップで

きるようにするとともに、低コストで且つ耐用寿命の長

いシリンダ駆動装置を提供する。

　【解決手段】片ロッド形複動シリンダであって、この

シリンダ２７はピストン３０によりロッド側油室３２と

ボトム側油室３３とに分割され、ボトム側油室３３は第

１のボトム側油室３３ａと第２のボトム側油室３３ｂと

から形成される。ロッド側油室３２と第１のボトム側油

室３３ａは油圧ポンプ２６に接続し、第２のボトム側油

室３３ｂは油圧ポンプ４０とタンク４１とに切換可能に

接続されるように構成する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 片 ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ で あ っ て 、 該 シ リ ン ダ は ピ ス ト ン に よ り ロ ッ ド 側 油 室 と ボ ト ム
側 油 室 と に 分 割 さ れ 、 該 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 は 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側
油 室 と か ら 形 成 さ れ 、 ロ ッ ド 側 油 室 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 は 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 に 接 続 し
、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 は 油 圧 供 給 回 路 と タ ン ク 連 通 回 路 と に 切 換 可 能 に 接 続 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 は 隔 壁 に よ っ て 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
と に 分 割 さ れ 、 上 記 ピ ス ト ン の ボ ト ム 側 に 膨 出 部 を 設 け て 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 か ら 第 ２ の
ボ ト ム 側 油 室 へ 突 出 さ せ る と と も に 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 の 受 圧 面 積 を 上 記 ロ ッ ド 側 油 室
の 受 圧 面 積 と 略 同 一 に 形 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ピ ス ト ン に は ボ ト ム 側 油 室 か ら ロ ッ ド の 内 部 に 亙 っ て 中 空 凹 部 を 設 け 、 上 記 シ リ ン
ダ の ボ ト ム 側 端 面 の 一 部 を シ リ ン ダ 内 側 へ 突 出 さ せ て 中 空 凸 部 を 形 成 し 、 該 中 空 凸 部 を 前
記 中 空 凹 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 挿 し 、 前 記 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 を 第 １ の ボ ト ム 側 油 室
と し 、 前 記 中 空 凹 部 を 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 建
設 機 械 に 於 い て 掘 削 力 を 一 時 的 に ア ッ プ で き る シ リ ン ダ 駆 動 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 油 圧 シ ョ ベ ル の 掘 削 作 業 中 に 、 負 荷 状 態 に よ っ て は 、 パ ワ ー ユ ニ ッ ト (エ ン ジ ン
・ ポ ン プ 系 )の リ リ ー フ 弁 に て 設 定 さ れ た リ リ ー フ 圧 ま で ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 油 圧 が 上
昇 し 、 フ ロ ン ト 作 業 機 の 動 作 が 止 ま り そ う に な る こ と が あ る 。 こ の よ う な と き 、 リ リ ー フ
弁 の 設 定 圧 を 一 時 的 に 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 掘 削 力 を 増 加 さ せ て 動 作 の 停 止 を 回 避 す る
方 法 及 び 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ７ ２ ３ ３ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 は 、 リ リ ー フ 弁 の 設 定 圧 を 電 気 的 に 制 御 す る 構 成
と な っ て お り 、 該 制 御 の た め に 多 数 の 電 子 回 路 を 用 い て い る 。 こ の た め 、 回 路 が 複 雑 化 し
て コ ス ト ア ッ プ に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 此 種 建 設 機 械 は 、 過 酷 な 条 件 下 で 使 用
さ れ る こ と が 多 い の で 、 多 数 の 電 子 回 路 を 使 用 し て い る 構 成 で は 、 電 子 回 路 の 耐 用 寿 命 が
短 い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 シ リ ン ダ の 作 動 力 を 一 時 的 に パ ワ ー ア ッ プ で き る よ う に す る と と も に 、 低 コ ス
ト で 且 つ 耐 用 寿 命 の 長 い シ リ ン ダ 駆 動 装 置 を 提 供 す る た め に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 が 生 じ
て く る の で あ り 、 本 発 明 は こ の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 片
ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ で あ っ て 、 該 シ リ ン ダ は ピ ス ト ン に よ り ロ ッ ド 側 油 室 と ボ ト ム 側 油
室 と に 分 割 さ れ 、 該 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 は 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
と か ら 形 成 さ れ 、 ロ ッ ド 側 油 室 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 は 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 に 接 続 し 、 第
２ の ボ ト ム 側 油 室 は 油 圧 供 給 回 路 と タ ン ク 連 通 回 路 と に 切 換 可 能 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴
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と す る 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ロ ッ ド 側 油 室 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 を 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 に 接 続 し
、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 の み に 作
動 油 が 供 給 さ れ て 比 較 的 小 さ い ボ ト ム 側 受 圧 面 積 と な り 、 ロ ッ ド に は 通 常 の 作 動 力 が 付 与
さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 ロ ッ ド 側 油 室 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 に 油 圧 給 排 回 路 を 接 続 し 、 第
２ の ボ ト ム 側 油 室 を 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム
側 油 室 の 双 方 に 作 動 油 が 供 給 さ れ 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て 大 と な り 、 ロ ッ ド に は 大
き な 作 動 力 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 は 隔 壁 に よ っ て 第 １ の ボ ト ム 側 油
室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と に 分 割 さ れ 、 上 記 ピ ス ト ン の ボ ト ム 側 に 膨 出 部 を 設 け て 第 １ の
ボ ト ム 側 油 室 か ら 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 へ 突 出 さ せ る と と も に 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 の 受 圧
面 積 を 上 記 ロ ッ ド 側 油 室 の 受 圧 面 積 と 略 同 一 に 形 成 し た 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ
ト ム 側 油 室 の み に 作 動 油 が 供 給 さ れ て 比 較 的 小 さ い ボ ト ム 側 受 圧 面 積 と な り 、 ロ ッ ド に は
通 常 の 作 動 力 が 付 与 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 の 受 圧 面 積 と ロ ッ ド 側 油 室 の
受 圧 面 積 と が 略 同 一 で あ る の で 簡 易 的 に 閉 回 路 を 構 成 で き る 。 こ れ に 対 し て 、 第 ２ の ボ ト
ム 側 油 室 を 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 の
双 方 に 作 動 油 が 供 給 さ れ 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 へ 突 出 し た 膨 出 部 に も 油 圧 が か か る 。 従 っ
て 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て 大 と な り 、 ロ ッ ド に は 大 き な 作 動 力 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 ピ ス ト ン に は ボ ト ム 側 油 室 か ら ロ ッ ド の 内 部 に 亙 っ て 中 空
凹 部 を 設 け 、 上 記 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 端 面 の 一 部 を シ リ ン ダ 内 側 へ 突 出 さ せ て 中 空 凸 部 を
形 成 し 、 該 中 空 凸 部 を 前 記 中 空 凹 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 挿 し 、 前 記 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油
室 を 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と し 、 前 記 中 空 凹 部 を 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と し た 建 設 機 械 の シ リ
ン ダ 駆 動 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ
ト ム 側 油 室 の み に 作 動 油 が 供 給 さ れ て 比 較 的 小 さ い ボ ト ム 側 受 圧 面 積 と な り 、 ロ ッ ド に は
通 常 の 作 動 力 が 付 与 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し
た 場 合 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 の 双 方 に 作 動 油 が 供 給 さ れ 、 第 ２ の
ボ ト ム 側 油 室 で あ る 中 空 凹 部 に も 油 圧 が か か る 。 従 っ て 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て 大
と な り 、 ロ ッ ド に は 大 き な 作 動 力 が 付 与 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 片 ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 が 第 １ の ボ ト ム 側 油 室
と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と か ら 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 か ら
切 り 換 え て 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 の
双 方 に 作 動 油 が 供 給 さ れ 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て 大 と な る た め 、 ロ ッ ド に 大 き な 作
動 力 を 付 与 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 例 え ば 作 業 途 中 で 一 時 的 に 大 き な 掘 削 力 が 必 要
な 場 合 に 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を 切 り 換 え る こ と に よ り 掘 削 力 を ア ッ プ す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 ロ ッ
ド に は 通 常 の 作 動 力 が 付 与 さ れ る と と も に 簡 易 的 に 閉 回 路 を 構 成 で き 、 請 求 項 １ 記 載 の 発
明 の 効 果 に 加 え て 、 流 量 が 減 少 す る た め 油 圧 回 路 の 圧 力 損 失 を 低 減 で き る 。 こ れ に 対 し て
、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て ロ
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ッ ド に 大 き な 作 動 力 が 付 与 さ れ る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 に 、 掘 削 力 を ア ッ プ す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 ピ ス ト ン に 設 け た 中 空 凹 部 に シ リ ン ダ の 中 空 凸 部 を 嵌 挿 し て 前
記 中 空 凹 部 を 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と し た こ と に よ り 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 に 、 第 ２
の ボ ト ム 側 油 室 を タ ン ク 連 通 回 路 に 接 続 し た 場 合 は ロ ッ ド に は 通 常 の 作 動 力 が 付 与 さ れ 、
第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 を 油 圧 供 給 回 路 に 接 続 し た 場 合 は 、 ボ ト ム 側 受 圧 面 積 が 増 加 し て ロ ッ
ド に 大 き な 作 動 力 が 付 与 さ れ る た め 、 掘 削 力 を ア ッ プ す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 建 設 機 械 の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 に つ い て 、 好 適 な 実 施 例 を あ げ て 説 明
す る 。 シ リ ン ダ の 作 動 力 を 一 時 的 に パ ワ ー ア ッ プ で き る よ う に す る と と も に 、 低 コ ス ト で
且 つ 耐 用 寿 命 の 長 い シ リ ン ダ 駆 動 装 置 を 提 供 す る と い う 目 的 を 、 片 ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ
で あ っ て 、 該 シ リ ン ダ は ピ ス ト ン に よ り ロ ッ ド 側 油 室 と ボ ト ム 側 油 室 と に 分 割 さ れ 、 該 シ
リ ン ダ の ボ ト ム 側 油 室 は 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 と か ら 形 成 さ れ 、 ロ ッ
ド 側 油 室 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 は 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 に 接 続 し 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 は 油
圧 供 給 回 路 と タ ン ク 連 通 回 路 と に 切 換 可 能 に 接 続 す る こ と に よ り 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 建 設 機 械 と し て の 油 圧 シ ョ ベ ル を 示 す 。 該 油 圧 シ ョ ベ ル １ ０
は 、 下 部 走 行 体 １ １ の 上 に 旋 回 機 構 １ ２ を 介 し て 上 部 旋 回 体 １ ３ が 旋 回 自 在 に 載 置 さ れ て
い る 。 上 部 旋 回 体 １ ３ に は 、 そ の 前 方 一 側 部 に キ ャ ブ １ ４ が 設 け ら れ 、 且 つ 、 前 方 中 央 部
に ブ ー ム １ ５ が 俯 仰 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ブ ー ム １ ５ の 先 端 に ア ー ム １ ６ が
上 下 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 更 に 該 ア ー ム １ ５ の 先 端 に バ ケ ッ ト １ ７ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 於 け る シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 制 御 回 路 を 示 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ２
０ と 、 原 動 機 と し て の エ ン ジ ン ２ １ と 、 該 エ ン ジ ン ２ １ に よ り 駆 動 さ れ る 発 電 機 ２ ２ と 、
こ の 発 電 機 ２ ２ で 作 ら れ た 電 力 を 蓄 え る バ ッ テ リ ２ ３ と 、 イ ン バ ー タ ２ ４ と 、 該 イ ン バ ー
タ ２ ４ を 介 し て 該 バ ッ テ リ ２ ３ か ら 供 給 さ れ る 電 力 に よ り 正 逆 両 方 向 に 回 転 可 能 な 電 動 機
２ ５ と 、 こ の 電 動 機 ２ ５ の 回 転 方 向 に 応 じ て 正 逆 両 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る 油 圧 ポ ン プ ２ ６
と 、 該 油 圧 ポ ン プ ２ ６ に よ っ て 伸 縮 操 作 さ れ る シ リ ン ダ ２ ７ 等 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 操 作 レ バ ー を は じ め と す る 入 力 装 置 （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 さ
れ る 信 号 に 基 づ い て 油 圧 駆 動 系 を 制 御 し 、 油 圧 駆 動 系 を 予 め 決 め ら れ た 手 順 に 従 っ て 制 御
す る プ ロ グ ラ ム 等 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 イ ン バ ー タ ２ ４ は 、 発 電 機 ２ ２ か ら の 交 流 電 力 を 直 流 電 力 に 変 換 し て バ ッ テ リ ２ ３
に 充 電 さ せ る 切 り 換 え 機 能 と 、 バ ッ テ リ ２ ３ の 蓄 電 力 を 電 動 機 ２ ５ に 供 給 す る 切 り 換 え 機
能 と を 有 す る 。 ま た 、 電 動 機 ２ ５ に 電 力 を 供 給 す る 場 合 、 そ の 電 流 を 流 す 方 向 も 制 御 し 、
こ の 電 流 の 方 向 に 応 じ て 電 動 機 ２ ５ の 回 転 方 向 が 正 転 ま た は 逆 転 方 向 に 切 り 換 え ら れ る 。
そ し て 、 該 イ ン バ ー タ ２ ４ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら の 指 示 信 号 に よ っ て 動 作 が 切 り 換 え
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 電 動 機 ２ ５ が 正 方 向 に 回 転 す る と 前 記 油 圧 ポ ン プ ２ ６ が 正 回 転 駆 動 さ れ 、 作 動 油 を
一 方 の メ イ ン 油 路 ２ ８ ａ 側 に 吐 出 す る 。 こ れ に 対 し て 、 前 記 電 動 機 ２ ５ が 逆 方 向 に 回 転 す
る と 前 記 油 圧 ポ ン プ ２ ６ が 逆 回 転 駆 動 さ れ 、 作 動 油 を 前 記 他 方 の メ イ ン 油 路 ２ ８ ｂ 側 に 吐
出 す る 。 ま た 、 前 記 電 動 機 ２ ５ の 回 転 速 度 に 応 じ て 前 記 油 圧 ポ ン プ ２ ６ の 吐 出 量 が 変 化 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 前 記 シ リ ン ダ ２ ７ は 片 ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ で あ り 、 中 空 円 筒 状 空 間 を 有 し た シ リ ン ダ
ケ ー ス ２ ９ 内 に ピ ス ト ン ３ ０ が 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 設 さ れ 、 該 ピ ス ト ン ３ ０ と 一 体 に 設 け
ら れ た ロ ッ ド ３ １ が シ リ ン ダ ケ ー ス ２ ９ の 一 端 面 か ら 外 部 へ 突 出 し て い る 。 前 記 シ リ ン ダ
ケ ー ス ２ ９ は 前 記 ピ ス ト ン ３ ０ に よ り ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ と ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ と に 分 割 さ れ
て い る 。 こ の シ リ ン ダ ２ ７ の ロ ッ ド ３ １ の 先 端 は 、 図 １ に 示 し た 油 圧 シ ョ ベ ル １ ０ の ブ ー
ム １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ は 、 隔 壁 ３ ４ に よ っ て 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ と 第 ２ の
ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ と に 分 割 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン ３ ０ の ボ ト ム 側 即 ち ロ ッ ド ３ ２ の 反 対 側
に 膨 出 部 ３ ５ を 設 け て 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ か ら 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ へ 突 出 さ
せ て い る 。 該 膨 拡 部 ３ ５ は 前 記 ロ ッ ド ３ １ と 同 一 軸 心 Ｏ に 設 け ら れ て お り 且 つ 前 記 ロ ッ ド
３ １ と 略 同 一 断 面 積 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 前 記 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の 受 圧 面 積 Ｓ １ と
第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ ２ と が 略 同 一 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 シ リ ン ダ ケ ー ス ２ ９ の 側 面 に は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ に ポ ー ト ３ ６ が 設 け ら
れ 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ 及 び 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ に 夫 々 ポ ー ト ３ ７ ， ３ ８ が
設 け ら れ て い る 。 前 記 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ は 通 常 の 油 圧 給 排 回
路 で あ る 前 記 油 圧 ポ ン プ ２ ６ に 接 続 さ れ 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の ポ ー ト ３ ６ に 一 方 の メ イ ン
油 路 ２ ８ ａ を 接 続 し 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の ポ ー ト ３ ７ に 他 方 の メ イ ン 油 路 ２ ８ ｂ
を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の ポ ー ト ３ ８ は 前 記 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 と は
異 な り 、 切 換 弁 ３ ９ を 介 し て 他 の 油 圧 供 給 回 路 で あ る 油 圧 ポ ン プ ４ ０ と タ ン ク ４ １ に 連 通
す る 回 路 と に 切 換 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 切 換 弁 ３ ９ の ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ は コ ン ト ロ
ー ラ ２ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ が 励 磁 さ れ な い ノ ー マ ル 位 置 で は 前 記 第 ２
の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の ポ ー ト ３ ８ は タ ン ク ４ １ に 連 通 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら の 信 号
に よ り ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ が 励 磁 さ れ た と き は オ フ セ ッ ト 位 置 に 切 り 換 わ っ て 、 前 記 第 ２ の
ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の ポ ー ト ３ ８ は 油 圧 ポ ン プ ４ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ に 示 し た シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 前 述 し た よ う に 、 通 常 時 は 切
換 弁 ３ ９ が 図 示 し た ノ ー マ ル 位 置 に あ っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ２ ７ の 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３
ｂ の ポ ー ト ３ ８ は タ ン ク ４ １ に 連 通 し て い る 。 従 っ て 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ は タ ン
ク 圧 と な り 、 前 記 膨 出 部 ３ ５ に 油 圧 は 作 用 せ ず 、 当 該 シ リ ン ダ ２ ７ は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２
と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ と の 閉 回 路 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 い ま 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら の 制 御 信 号 に よ り イ ン バ ー タ ２ ４ が 電 動 機 ２ ５ へ 正 回 転 す
る た め の 電 流 を 流 せ ば 、 該 電 動 機 ２ ５ の 回 転 力 で 油 圧 ポ ン プ ２ ６ も 正 方 向 に 回 転 駆 動 し 、
作 動 油 を メ イ ン 油 路 ２ ８ ａ 側 に 吐 出 し て ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ に 供 給 す る と と も に 、 第 １ の ボ
ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 作 動 油 を メ イ ン 油 路 ２ ８ ｂ へ 排 出 す る 。 従 っ て 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室
３ ３ ａ の 圧 力 よ り も ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の 圧 力 の 方 が 大 き く な り 、 ピ ス ト ン ３ ０ 及 び ロ ッ ド
３ １ が 図 中 下 側 方 向 へ 移 動 し て シ リ ン ダ ２ ７ が 収 縮 し 、 図 １ に 示 し た ブ ー ム １ ５ が 下 降 動
作 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ が イ ン バ ー タ ２ ４ に 対 し て 、 電 動 機 ２ ５ が 逆 回 転 す る
た め の 電 流 を 流 す よ う に 制 御 信 号 を 送 れ ば 、 電 動 機 ２ ５ 及 び 油 圧 ポ ン プ ２ ６ が 逆 回 転 し 、
作 動 油 を メ イ ン 油 路 ２ ８ ｂ 側 に 吐 出 し て 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ に 供 給 す る と と も に 、
ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の 作 動 油 を メ イ ン 油 路 ２ ８ ａ へ 排 出 す る 。 従 っ て 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の
圧 力 よ り も 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 圧 力 の 方 が 大 き く な り 、 ピ ス ト ン ３ ０ 及 び ロ ッ ド
３ １ が 図 中 上 側 方 向 へ 移 動 し て シ リ ン ダ ２ ７ が 伸 張 し 、 図 １ に 示 し た ブ ー ム １ ５ が 上 昇 動
作 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 上 昇 さ せ た ブ ー ム １ ５ を そ の 位 置 で 保 持 す る 場 合 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ の 制 御 信 号
に よ っ て 前 記 電 動 機 ２ ５ 及 び 油 圧 ポ ン プ ２ ６ の 回 転 を 停 止 さ せ 、 シ リ ン ダ ２ ７ へ の 作 動 油
の 供 給 を 停 止 す る こ と に よ り 、 前 記 ピ ス ト ン ３ ０ 及 び ロ ッ ド ３ １ が そ の 位 置 に 停 止 し て ブ
ー ム １ ５ の 高 さ が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 シ リ ン ダ ２ ７ の 伸 張 動 作 に 於 い て 上 昇 力 を 増 大 さ せ た い 場 合 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２
０ は 、 前 述 し た よ う に 電 動 機 ２ ５ が 逆 回 転 す る よ う に イ ン バ ー タ ２ ４ へ 制 御 信 号 を 出 力 し
て 油 圧 ポ ン プ ２ ６ を 逆 回 転 駆 動 す る と と も に 、 該 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら 前 記 切 換 弁 ３ ９ の
ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ へ 制 御 信 号 を 出 力 し 、 該 切 換 弁 ３ ９ を ノ ー マ ル 位 置 （ タ ン ク ４ １ に 連 通
す る 位 置 ） か ら オ フ セ ッ ト 位 置 に 切 り 換 え て 、 前 記 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の ポ ー ト ３
８ を 油 圧 ポ ン プ ４ ０ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 然 る と き は 、 前 記 油 圧 ポ ン プ ２ ６ に よ り 作 動 油 が メ イ ン 油 路 ２ ８ ｂ を 介 し て 第 １ の ボ ト
ム 側 油 室 ３ ３ ａ に 供 給 さ れ る と と も に 、 油 圧 ポ ン プ ４ ０ に よ り 作 動 油 が 第 ２ の ボ ト ム 側 油
室 ３ ３ ｂ に 供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ２ ９ の ピ ス ト ン ３ ０ は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２
の 受 圧 面 積 Ｓ １ が 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ ２ と 略 同 一 で あ る の に 対 し て 、
ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ の 受 圧 面 積 は 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ ２ と 第 ２ の ボ ト ム
側 油 室 ３ ３ ｂ の 受 圧 面 積 Ｓ ３ と が 合 算 さ れ た も の と な り 、 通 常 時 よ り も ボ ト ム 側 油 室 ３ ３
の 受 圧 面 積 が 増 大 す る 。 即 ち 、 ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ に か か る 圧 力 は 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３
３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ ２ に か か る 圧 力 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の 受 圧 面 積 Ｓ ３ に か か る 圧
力 と を 合 算 し た 圧 力 と な り 、 ロ ッ ド ３ １ を 押 し 出 す 方 向 へ 大 き な 作 動 力 を 付 与 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 斯 く し て 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ ０ の 掘 削 作 業 中 に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ の 制 御 に よ っ て 第 １ の
ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ に 作 動 油 を 供 給 す る と 同 時 に 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ を 切 り 換 え
て 作 動 油 を 供 給 す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ ２ ７ の 作 動 力 を 増 加 し て 掘 削 力 を ア ッ プ す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 上 昇 力 の 増 大 を 停 止 、 ま た は 通 常 の 作 動 力 に 戻 す 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら
前 記 ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ へ の 制 御 信 号 を 解 除 す れ ば 、 前 記 切 換 弁 ３ ９ が オ フ セ ッ ト 位 置 か ら
ノ ー マ ル 位 置 に 切 り 換 わ り 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ の ポ ー ト ３ ８ が タ ン ク ４ １ に 連 通
し て 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ 内 の 作 動 油 が 排 出 さ れ る 。 従 っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ２ ７ の ピ
ス ト ン ３ ０ に は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ３ ２ の 作 動 油 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ の 作 動 油 だ け で
作 動 す る 通 常 の 状 態 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 斯 く し て 、 実 施 例 １ の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 に 於 い て 、 ブ ー ム １ ５ に 大 き な 力 を 付 与 し て 大
き な 掘 削 力 を 一 時 的 に 得 た い よ う な と き は 、 切 換 弁 ３ ９ を 切 り 換 え て 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
３ ３ ｂ に も 作 動 油 を 供 給 す る こ と に よ り 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ａ 内 の 圧 力 と 第 ２ の ボ
ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ 内 の 圧 力 と を 合 算 し た 大 き な 圧 力 で ピ ス ト ン ３ ０ 及 び ロ ッ ド ３ １ を 押 し
出 し て 、 ブ ー ム １ ５ に 大 き な 掘 削 力 を 付 与 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 従 来 装 置 の よ う
に 電 子 回 路 で は な く 機 械 的 な 切 り 換 え 操 作 で あ る た め 、 寿 命 の 向 上 と コ ス ト の 低 減 が 可 能
に な る 。 ま た 、 通 常 時 は 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ３ ３ ｂ を タ ン ク ４ １ に 連 通 さ せ て 簡 易 的 に 閉
回 路 を 構 成 す る こ と が で き 、 し か も 、 一 般 的 な シ リ ン ダ と 比 較 し て 膨 出 部 ３ ５ の 部 分 だ け
受 圧 面 積 が 小 さ く な る の で 、 油 圧 回 路 の 流 量 が 減 少 し て 圧 損 を 低 減 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
  図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 於 け る シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 制 御 回 路 を 示 し 、 図 ２ に 示 し た シ
リ ン ダ 駆 動 装 置 と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 使 用 す る 。 図 ３ に 於 い て 、 コ ン ト ロ ー ラ ２
０ 乃 至 電 動 機 ２ ５ ま で の 制 御 回 路 の 構 成 は 、 前 述 し た 図 ２ の 構 成 と 略 同 様 で あ る の で 重 複
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説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に 示 し た 油 圧 ポ ン プ ４ ６ は 、 前 記 電 動 機 ２ ５ に よ っ て 駆 動 さ れ る 固 定 容 量 形 ポ ン プ
で あ り 、 該 油 圧 ポ ン プ ４ ６ か ら 吐 出 さ れ た 作 動 油 は 、 方 向 制 御 弁 ４ ５ を 介 し て メ イ ン 油 路
４ ８ ａ ま た は ４ ８ ｂ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ リ ン ダ ４ ７ は 片 ロ ッ ド 形 複 動 シ リ ン ダ で あ り 、 中 空 円 筒 状 空 間 を 有 し た シ リ ン ダ ケ ー
ス ４ ９ 内 に ピ ス ト ン ５ ０ が 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 設 さ れ 、 該 ピ ス ト ン ５ ０ と 一 体 に 設 け ら れ
た ロ ッ ド ５ １ が シ リ ン ダ ケ ー ス ４ ９ の 一 端 面 か ら 外 部 へ 突 出 し て い る 。 前 記 シ リ ン ダ ケ ー
ス ４ ９ は 前 記 ピ ス ト ン ５ ０ に よ り ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ と ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ と に 分 割 さ れ て い
る 。 こ の シ リ ン ダ ４ ７ の ロ ッ ド ５ １ の 先 端 は 、 図 １ に 示 し た 油 圧 シ ョ ベ ル １ ０ の ブ ー ム １
５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 ピ ス ト ン ５ ０ に は 、 前 記 ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ か ら ロ ッ ド ５ １ の 内 部 に 亙 っ て 円 筒 形 状
の 中 空 凹 部 (Ｔ １ )を 設 け る 。 一 方 、 前 記 シ リ ン ダ ４ ９ の ボ ト ム 側 端 面 の 一 部 を シ リ ン ダ ４
９ の 内 側 へ 突 出 さ せ て 円 柱 形 状 の 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )を 形 成 す る 。 中 空 凹 部 (Ｔ １ )の 直 径 は 中
空 凸 部 (Ｔ ２ )の 直 径 と 略 同 一 寸 法 で 、 中 空 凹 部 (Ｔ １ )の 直 径 の 方 が 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )の 直 径
よ り も 僅 か に 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )を 前 記 中 空 凹 部 (Ｔ １ )
に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 挿 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 前 記 ピ ス ト ン ５ ０ の 外 周 面 が シ リ ン ダ ケ ー ス ４ ９ の 内 周 面 に 沿 っ て 摺 動 す る と
同 時 に 、 前 記 中 空 凹 部 (Ｔ １ )の 内 周 面 が 前 記 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )の 外 周 面 に 沿 っ て 摺 動 し な が
ら 、 前 記 ピ ス ト ン ５ ０ は シ リ ン ダ ４ ９ の 内 部 を 移 動 可 能 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 従
っ て 、 前 記 ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ は 前 記 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )に よ っ て 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ
と 中 空 凹 部 (Ｔ １ )で あ る 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ と に 分 割 さ れ 、 該 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
５ ３ ｂ を 前 記 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ の 方 向 へ 突 出 し て 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 シ リ ン ダ ケ ー ス ４ ９ の 側 面 に は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ に ポ ー ト ５ ６ が 設 け ら
れ 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ に ポ ー ト ５ ７ が 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 前 記 中 空 凹 部 (Ｔ
１ )に 嵌 挿 し た 中 空 凸 部 (Ｔ ２ )の 先 端 面 に ポ ー ト ５ ８ を 設 け る 。 前 記 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ と
第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ は 通 常 の 油 圧 給 排 回 路 で あ る 前 記 油 圧 ポ ン プ ４ ６ に 方 向 制 御 弁
４ ５ を 介 し て 接 続 さ れ 、 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ の ポ ー ト ５ ６ に 一 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ ａ を 接 続
し 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の ポ ー ト ５ ７ に 他 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の ポ ー ト ５ ８ は 切 換 弁 ３ ９ を 介 し て 前 記 他 方
の メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ と タ ン ク ４ １ に 連 通 す る 回 路 と に 切 換 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 切
換 弁 ３ ９ の ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ は コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ が
励 磁 さ れ な い ノ ー マ ル 位 置 で は 前 記 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の ポ ー ト ５ ８ は タ ン ク ４ １
に 連 通 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら の 信 号 に よ り ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ が 励 磁 さ れ た と き は オ フ
セ ッ ト 位 置 に 切 り 換 わ っ て 、 前 記 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の ポ ー ト ５ ８ は メ イ ン 油 路 ４
８ ｂ 及 び 方 向 制 御 弁 ４ ５ を 介 し て 油 圧 ポ ン プ ４ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 し た シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 前 述 し た よ う に 、 通 常 時 は 切
換 弁 ３ ９ が 図 示 し た ノ ー マ ル 位 置 に あ っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ４ ７ の 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３
ｂ の ポ ー ト ５ ８ は タ ン ク ４ １ に 連 通 し て い る 。 従 っ て 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ は タ ン
ク 圧 と な り 、 前 記 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ に 油 圧 は 作 用 せ ず 、 当 該 シ リ ン ダ ４ ７ は 、 一
方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ ａ か ら ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ に 作 動 油 が 給 排 さ れ 、 他 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８
ｂ か ら 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ に 作 動 油 が 給 排 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 い ま 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ が イ ン バ ー タ ２ ４ に 制 御 信 号 を 送 っ て 電 動 機 ２ ５ 及 び 油 圧 ポ ン
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プ ４ ６ を 回 転 駆 動 し 、 こ れ と 同 時 に 、 該 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら 前 記 方 向 制 御 弁 ４ ５ の 一 方
の ソ レ ノ イ ド ４ ５ aへ 制 御 信 号 を 出 力 し て 方 向 制 御 弁 ４ ５ を （ イ ） 位 置 に 切 り 換 え れ ば 、
油 圧 ポ ン プ ４ ６ か ら 吐 出 さ れ た 作 動 油 が 一 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ aを 介 し て ロ ッ ド 側 油 室 ５
２ に 供 給 さ れ る と と も に 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 作 動 油 が 他 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ
を 介 し て タ ン ク ４ １ へ 排 出 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 圧 力 よ り も ロ ッ
ド 側 油 室 ５ ２ の 圧 力 の 方 が 大 き く な り 、 ピ ス ト ン ５ ０ 及 び ロ ッ ド ５ １ が 図 中 下 側 方 向 へ 移
動 し て シ リ ン ダ ４ ７ が 収 縮 し 、 図 １ に 示 し た ブ ー ム １ ５ が 下 降 動 作 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ が イ ン バ ー タ ２ ４ に 制 御 信 号 を 送 っ て 電 動 機 ２ ５ 及 び
油 圧 ポ ン プ ４ ６ を 回 転 駆 動 し 、 こ れ と 同 時 に 、 該 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら 前 記 方 向 制 御 弁 ４
５ の 他 方 の ソ レ ノ イ ド ４ ５ ｂ へ 制 御 信 号 を 出 力 し て 方 向 制 御 弁 ４ ５ を （ ロ ） 位 置 に 切 り 換
え れ ば 、 油 圧 ポ ン プ ４ ６ か ら 吐 出 さ れ た 作 動 油 が 他 方 の メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ を 介 し て 第 １ の
ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ に 供 給 さ れ る と と も に 、 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ の 作 動 油 が 一 方 の メ イ ン 油
路 ４ ８ ａ を 介 し て タ ン ク ４ １ へ 排 出 さ れ る 。 従 っ て 、 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ の 圧 力 よ り も 第 １
の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 圧 力 の 方 が 大 き く な り 、 ピ ス ト ン ５ ０ 及 び ロ ッ ド ５ １ が 図 中 上 側
方 向 へ 移 動 し て シ リ ン ダ ４ ７ が 伸 張 し 、 図 １ に 示 し た ブ ー ム １ ５ が 上 昇 動 作 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 上 昇 さ せ た ブ ー ム １ ５ を そ の 位 置 で 保 持 す る 場 合 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら 前 記 ソ
レ ノ イ ド ４ ５ ａ 及 び ４ ５ ｂ へ の 制 御 信 号 を 解 除 す れ ば 、 前 記 方 向 制 御 弁 ４ ５ が ノ ー マ ル 位
置 （ 中 立 位 置 ） に 復 帰 し て 油 圧 ポ ン プ ２ ６ 及 び タ ン ク ４ １ と メ イ ン 油 路 ４ ８ ａ 及 び ４ ８ ｂ
と が 遮 断 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン ５ ０ 及 び ロ ッ ド ５ １ が そ の 位 置 に 停 止 し て ブ ー ム １ ５ の 高 さ
が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 シ リ ン ダ ４ ７ の 伸 張 動 作 に 於 い て 上 昇 力 を 増 大 さ せ た い 場 合 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２
０ は 、 前 記 方 向 制 御 弁 ４ ５ の 他 方 の ソ レ ノ イ ド ４ ５ ｂ へ 制 御 信 号 を 出 力 し て 方 向 制 御 弁 ４
５ を （ ロ ） 位 置 に 切 り 換 え る と と も に 、 前 記 切 換 弁 ３ ９ の ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ に 制 御 信 号 を
出 力 し て 切 換 弁 ３ ９ を オ フ セ ッ ト 位 置 に 切 り 換 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 然 る と き は 、 前 記 油 圧 ポ ン プ ４ ６ か ら 吐 出 さ れ た 作 動 油 が メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ を 介 し て 第
１ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ に 供 給 さ れ る と と も に 、 該 メ イ ン 油 路 ４ ８ ｂ の 作 動 油 が 前 記 切 換
弁 ３ ９ を 介 し て 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ に も 供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ２ ９ の
ピ ス ト ン ３ ０ は 、 ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ の 受 圧 面 積 は 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ
２ と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の 受 圧 面 積 Ｓ ３ と が 合 算 さ れ た も の と な り 、 通 常 時 よ り も
ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ の 受 圧 面 積 が 増 大 す る 。 即 ち 、 ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ に か か る 圧 力 は 、 第 １
の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 受 圧 面 積 Ｓ ２ に か か る 圧 力 と 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の 受 圧 面
積 Ｓ ３ に か か る 圧 力 と を 合 算 し た 圧 力 と な り 、 ロ ッ ド ５ １ を 押 し 出 す 方 向 へ 大 き な 作 動 力
を 付 与 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 斯 く し て 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ ０ の 掘 削 作 業 中 に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ の 制 御 に よ っ て 第 １ の
ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ に 作 動 油 を 供 給 す る と 同 時 に 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ を 切 り 換 え
て 作 動 油 を 供 給 す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ ４ ７ の 作 動 力 を 増 加 し て 掘 削 力 を ア ッ プ す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 尚 、 上 昇 力 の 増 大 を 停 止 、 ま た は 通 常 の 作 動 力 に 戻 す 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ か ら
前 記 ソ レ ノ イ ド ３ ９ ａ へ の 制 御 信 号 を 解 除 す れ ば 、 前 記 切 換 弁 ３ ９ が オ フ セ ッ ト 位 置 か ら
ノ ー マ ル 位 置 に 切 り 換 わ り 、 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ の ポ ー ト ５ ８ が タ ン ク ４ １ に 連 通
し て 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ 内 の 作 動 油 が 排 出 さ れ る 。 従 っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ４ ７ の ピ
ス ト ン に は 、 ロ ッ ド 側 油 室 ５ ２ の 作 動 油 と 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ の 作 動 油 だ け で 作 動
す る 通 常 の 状 態 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 斯 く し て 、 実 施 例 ２ の シ リ ン ダ 駆 動 装 置 に 於 い て も 、 ブ ー ム １ ５ に 大 き な 力 を 付 与 し て
大 き な 掘 削 力 を 一 時 的 に 得 た い よ う な と き は 、 切 換 弁 ３ ９ を 切 り 換 え て 第 ２ の ボ ト ム 側 油
室 ５ ３ ｂ に も 作 動 油 を 供 給 す る こ と に よ り 、 第 １ の ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ａ 内 の 圧 力 と 第 ２ の
ボ ト ム 側 油 室 ５ ３ ｂ 内 の 圧 力 と を 合 算 し た 大 き な 圧 力 で ピ ス ト ン ５ ０ 及 び ロ ッ ド ５ １ を 押
し 出 し て 、 ブ ー ム １ ５ に 大 き な 掘 削 力 を 付 与 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 実 施 例 １ と 同
様 に 、 電 子 回 路 で は な く 機 械 的 な 切 り 換 え 操 作 で あ る た め 、 寿 命 の 向 上 と コ ス ト の 低 減 が
可 能 に な る 。 ま た 、 通 常 時 は 一 般 的 な シ リ ン ダ と 比 較 し て 中 空 凹 部 (Ｔ １ )の 部 分 だ け 受 圧
面 積 が 小 さ く な る の で 、 油 圧 回 路 の 流 量 が 減 少 し て 圧 損 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て 、
本 発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ た 油 圧 シ ョ ベ ル の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 於 け る シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 制 御 回 路 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 於 け る シ リ ン ダ 駆 動 装 置 の 制 御 回 路 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ２ ６ 　 　 油 圧 ポ ン プ
　 ２ ７ 　 　 シ リ ン ダ
　 ２ ８ ａ 　 メ イ ン 油 路
　 ２ ８ ｂ 　 メ イ ン 油 路
　 ２ ９ 　 　 シ リ ン ダ ケ ー ス
　 ３ ０ 　 　 ピ ス ト ン
　 ３ １ 　 　 ロ ッ ド
　 ３ ２ 　 　 ロ ッ ド 側 油 室
　 ３ ３ 　 　 ボ ト ム 側 油 室
　 ３ ３ ａ 　 第 １ の ボ ト ム 側 油 室
　 ３ ３ ｂ 　 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
　 ３ ４ 　 　 隔 壁
　 ３ ５ 　 　 膨 出 部
　 ３ ９ 　 　 切 換 弁
　 ４ ０ 　 　 油 圧 ポ ン プ
　 ４ １ 　 　 タ ン ク
　 ４ ５ 　 　 方 向 制 御 弁
　 ４ ６ 　 　 油 圧 ポ ン プ
　 ４ ７ 　 　 シ リ ン ダ
　 ４ ８ ａ 　 メ イ ン 油 路
　 ４ ８ ｂ 　 メ イ ン 油 路
　 ４ ９ 　 　 シ リ ン ダ ケ ー ス
　 ５ ０ 　 　 ピ ス ト ン
　 ５ １ 　 　 ロ ッ ド
　 ５ ２ 　 　 ロ ッ ド 側 油 室
　 ５ ３ 　 　 ボ ト ム 側 油 室
　 ５ ３ ａ 　 第 １ の ボ ト ム 側 油 室
　 ５ ３ ｂ 　 第 ２ の ボ ト ム 側 油 室
　 Ｔ １ 　 　 中 空 凹 部
　 Ｔ ２ 　 　 中 空 凸 部  
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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